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ハ
ッ
キ
リ
し
た
無
謀
な
ム
ダ
づ
か
い
計
画

北
陸
新
幹
線｢

延
伸｣

計
画
は
、中
止
・
撤
回
し
か
な
い

第
３
次
見
解

一
、�「
地
方
創
生
」「
経
済
活
性
化
」ど
こ
ろ
か
、

地
域
の
疲
弊
に
拍
車
か
け
る
無
謀
な
計
画

　

今
回
の
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
計
画
の
大
も

と
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
安
倍
内
閣
が
２
０
１

４
年
７
月
に
策
定
し
た
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
２
０
５
０
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ

て
の
全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
に
か
わ
る

国
土
計
画
で
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
重
視
さ
れ

て
い
る
一
つ
が
「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化
」
で
あ
る
。
そ
の

具
体
化
が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
り
「
東

京
～
名
古
屋
～
大
阪
」
間
を
約
一
時
間
で
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
「
三
大
都
市
圏
」
を
一
体
化
し
、

「
圧
倒
的
国
際
競
争
力
を
有
す
る
世
界
最
大
の

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
形
成
す
る
」

「（
こ
れ
は
）
我
が
国
を
牽
引
し
、
大
都
市
圏

域
は
国
際
経
済
戦
略
都
市
と
な
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
か
ね
て
か
ら
北
陸
新
幹
線

の
「
延
伸
」
推
進
派
か
ら
は
、「
地
方
創
生
」

を
名
目
に
し
て
、「
東
京
一
極
集
中
」
に
対
抗

す
る
「
関
西
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
大
都
市
圏

域
）」
づ
く
り
の
必
要
性
と
と
も
に
、「
京
都
ル

ー
ト
」「
京
都
舞
鶴
及
び
学
研
都
市
に
新
駅
」

が
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、「
京
都
は
国
際
観
光

都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
〝
京
都
の
浮

沈
”
が
か
か
っ
て
い
る
か
の
ご
と
き
「
危
機

感
」
が
演
出
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、「
東
京
一
極
集
中
」
と
地
方
の
疲

弊
を
つ
く
り
出
し
た
自
民
党
政
治
へ
の
総
括
も

根
本
的
反
省
も
な
い
ま
ま
、
ふ
た
た
び
財
界
・

大
企
業
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
の
「
関
西

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
構
想
、
そ
れ
に
乗
り
遅
れ

ま
い
と
新
た
な
大
型
開
発
、
無
謀
な
巨
大
計
画

に
国
民
の
血
税
を
投
入
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く

の
誤
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
向
で
は
、
地
方

か
ら
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
る
ど
こ
ろ

か
、「
三
大
都
市
圏
」
へ
の
産
業
と
人
の
集
中

が
よ
り
加
速
さ
れ
、
地
方
の
疲
弊
に
い
っ
そ
う

の
拍
車
が
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

地
域
経
済
衰
退
の
原
因
は

大
型
公
共
投
資
へ
の
依
存

　

い
ま
、
三
大
都
市
圏
以
外
か
ら
人
口
の
流
出

が
相
次
ぎ
、
地
方
が
疲
弊
す
る
大
き
な
理
由

は
、
地
方
に
安
定
し
た
「
働
く
場
」
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
は
20
世
紀
の
急
速
な

人
口
と
産
業
の
増
大
の
な
か
、
自
然
災
害
が
多

発
す
る
国
で
あ
り
な
が
ら
、「
安
全
性
」
を
二

の
次
に
し
た
開
発
を
次
々
と
続
け
、
そ
の
結

果
、
大
都
市
と
地
方
を
問
わ
ず
、
地
震
や
水
害

な
ど
自
然
災
害
に
脆
弱
な
地
域
を
つ
く
り
出
し

て
き
た
。
こ
れ
は
京
都
も
例
外
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
関
西
圏
や
京
都
経
済
の
落
ち
込
み
、

「
地
盤
沈
下
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ

は
地
域
内
発
型
の
経
済
発
展
を
追
求
す
る
の
で

な
く
、
１
９
７
０
年
に
始
ま
っ
た
大
阪
万
博
な

ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ハ
コ
モ
ノ
建
設
な

ど
大
型
公
共
事
業
に
関
西
と
京
都
経
済
が
依
存

し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
大
型
の
公
共
投
資
に

依
存
す
る
経
済
は
、
い
わ
ば
「
借
り
物
の
経

済
」
で
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
脆
弱
で
あ
り
、
い

っ
た
ん
不
況
に
落
ち
込
む
と
そ
の
弱
さ
が
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
急
激
に
景

気
が
落
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
な
経
緯
と
急
激
に
進
む
人

口
減
少
、「
超
高
齢
化
」
社
会
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
条
件
を
考
え
れ
ば
、「
高
度
経
済
成

長
」
型
の
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
の
よ
う
な
新

規
の
大
型
開
発
に
巨
額
の
税
金
を
投
じ
る
べ
き

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
東
海
道
新
幹
線
、
在
来

線
、地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・
管
理
・
充
実
、

学
校
や
役
場
、
公
民
館
や
道
路
、
橋
梁
、
公
園

な
ど
地
域
の
公
共
施
設
の
整
備
に
こ
そ
税
金
を

使
い
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
に

「
働
く
場
」
と
雇
用
を
創
出
す
る
方
向
に
、
公

共
事
業
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
大
き
く
転
換
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
12
月
26
日　
　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会

　

北
陸
新
幹
線
で
未
着
工
に
な
っ
て
い
る
福
井
県
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト
選
定

で
、
政
府
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
12
月
20

日
、
福
井
県
小
浜
市
か
ら
京
都
駅
を
通
る
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
を
正
式

決
定
し
、
京
都
～
大
阪
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
「
北
回
り
ル
ー
ト
」
を
「
優

位
」、
京
田
辺
市
を
経
由
し
新
大
阪
駅
に
至
る
「
南
回
り
ル
ー
ト
」
を
「
有

望
」
と
し
て
引
き
続
き
継
続
協
議
し
、
本
年
度
内
に
結
論
を
出
す
と
し
た
。

　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
り
北
陸
新
幹
線

「
延
伸
」
に
反
対
す
る
「
見
解
」
を
明
ら
か
に
し
、「
問
題
山
積
の
ま
ま

〝
結
論
と
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
”
の
決
定
は
許
さ
れ
な
い
」「
無
謀
な
〝
ム

ダ
づ
か
い
計
画
”
で
な
く
、
府
南
部
の
地
域
公
共
交
通
の
充
実
、
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
計

画
そ
の
も
の
に
反
対
の
態
度
を
表
明
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
の
経
過
の
最
大
の
特
徴
は
、
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
計
画
が
、
ま

っ
た
く
無
謀
で
ず
さ
ん
、
し
か
も
地
域
経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
ら
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
ハ
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
マ
ス
コ
ミ
論
調
の
中
で
も
、「
あ
ま
り
に
前
の
め
り
だ
」（
12
月
19
日

「
朝
日
」
社
説
）
な
ど
と
の
批
判
と
疑
問
の
声
が
あ
い
つ
い
で
い
る
。

　

「
い
つ
か
来
た
道
」「
い
っ
た
ん
始
め
た
ら
ブ
レ
ー
キ
は
な
い
」
―
―
日

本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
は
、
莫
大
な
財
政
負
担
と
地
方
の
衰
退
に
い
っ
そ

う
の
拍
車
を
か
け
る
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
計
画
は
中
止
・
撤
回
し
、
公
共

工
事
は
地
域
活
性
化
に
資
す
る
地
元
密
着
型
の
も
の
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を

強
く
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

関
係
自
治
体
、
議
会
で
問
題
点
の
調
査
・
検
証
を
行
い
、
地
域
住
民
に
す
べ
て
の
情
報

を
公
開
し
、
徹
底
し
た
議
論
を

�

～
問
題
山
積
の
ま
ま「
結
論
と
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
」の
決
定
は
許
さ
れ
な
い
～

第
１
次
見
解
（
16
年
３
月
25
日
）

無
謀
な
「
ム
ダ
づ
か
い
計
画
」（
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」、
リ
ニ
ア
新
幹
線
）
で
は
な

く
、
府
南
部
の
地
域
公
共
交
通
の
充
実
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を

第
２
次
見
解
（
16
年
11
月
８
日
）



（ 2）

　

北
陸
新
幹
線
の
「
延
伸
」
計
画
と
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
建
設
の
「
前
倒
し
」
が
急
浮
上
し
た

背
景
に
は
、
政
権
復
帰
前
の
自
民
党
が
「
10
年

間
で
２
０
０
兆
円
の
公
共
投
資
を
実
行
」
す
る

と
公
約
し
た
よ
う
に
、
大
型
公
共
事
業
・「
利

益
誘
導
」
型
政
治
の
公
然
た
る
復
活
が
あ
る
。

安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年
４
月
、
消
費
税
増

税
に
先
立
っ
て
「
国
土
強
靱
化
法
」
を
成
立
さ

せ
、
大
型
開
発
事
業
を
「
成
長
戦
略
」
の
大
き

な
柱
に
位
置
づ
け
、「
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
」
な
ど
を
大
々
的
に
す
す
め
て
き
た
。
こ
の

流
れ
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
る
の
が
自
民

・
公
明
党
で
あ
り
、
そ
の
旗
振
り
役
が
日
本
維

新
の
会
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
民
党
は
、
２
０
１
６
年
夏
の
参
議

院
選
挙
の
公
約
で
、
ゼ
ロ
金
利
を
活
用
し
た

「
超
低
金
利
活
用
型
財
政
投
融
資
」
を
「
今
後

５
年
間
で
官
民
あ
わ
せ
て
30
兆
円
」
の
事
業
規

模
で
確
保
し
、
こ
れ
を
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建

設
や
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
な
ど
新
た
な
大
型

開
発
事
業
に
充
当
す
る
と
し
た
。
こ
れ
は
１
９

９
０
年
代
後
半
の
「
第
２
の
予
算
」
と
言
わ
れ

た
財
政
投
融
資
に
よ
る
大
型
開
発
事
業
の
膨
張

を
再
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

住
民
不
在
、自
治
体
を
ま
き
込
ん

だ
右
往
左
往
の「
ル
ー
ト
」決
定

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
今
年
に
入
り
矢
継

ぎ
早
に
、
３
月
５
日
に
は
「
北
陸
新
幹
線
京
都

府
北
部
ル
ー
ト
誘
致
促
進
同
盟
会
総
決
起
大

会
」（
綾
部
市
）、
９
月
13
日
に
は
「
北
陸
新
幹

線
京
都
府
南
部
ル
ー
ト
誘
致
促
進
同
盟
結
成
総

会
」（
城
陽
市
）
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
10

月
26
日
に
は
東
京
で
「
合
同
総
決
起
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
こ
れ
に
は
京
都
府
知
事
を
は
じ
め

舞
鶴
、
学
研
両
ル
ー
ト
沿
線
の
府
内
17
市
町
村

長
、
山
陰
地
方
の
首
長
、
沿
線
５
府
県
の
自
民

党
国
会
議
員
12
人
を
含
む
約
２
５
０
人
が
参
加

し
、
関
係
す
る
自
治
体
首
長
な
ど
を
巻
き
込
ん

だ
「
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
」
が
展
開
さ
れ

て
き
た
。

　

事
実
、
参
議
院
選
挙
を
目
前
に
し
た
３
月
の

「
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
誘
致
促
進

同
盟
会
総
決
起
大
会
」
で
は
、
公
明
党
の
衆
議

院
議
員
が
「
結
局
、
ル
ー
ト
を
決
め
る
の
は
政

治
力
」
と
ま
で
言
い
放
ち
、
京
都
選
出
の
自
民

党
参
議
院
議
員
と
自
分
の
「
政
治
力
」
で
「
舞

鶴
ル
ー
ト
」
を
決
め
た
と
自
慢
し
た
。
し
か

し
、
結
果
は
住
民
不
在
の
「
右
往
左
往
」
に
、

関
係
の
自
治
体
首
長
ら
を
巻
き
込
ん
だ
だ
け
の

こ
と
と
な
っ
た
。

新
幹
線「
延
伸
」あ
り
き
で
な
く
、

在
来
線
の
充
実
こ
そ

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
大
型
公
共
事
業
路
線
、

「
利
益
誘
導
」
型
政
治
の
復
活
な
か
で
、「
日

本
海
側
の
将
来
の
た
め
何
が
何
で
も
実
現
す

　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

に
発
表
し
た
「
見
解
」
で
、
北
陸
新
幹
線
「
延

伸
」
計
画
の
「
５
つ
の
大
問
題
」（
①
新
幹
線

ル
ー
ト
と
併
設
す
る
「
並
行
在
来
線
」
は
ど
う

な
る
の
か
、
②
地
域
経
済
は
「
活
性
化
」
ど
こ

ろ
か
「
衰
退
」
す
る
の
で
は
な
い
か
、
③
２
兆

円
を
超
え
る
大
型
開
発
事
業
を
安
易
に
決
定
し

て
も
よ
い
の
か
、
④
地
元
自
治
体
の
財
政
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
、
⑤
住
宅
密
集
地
な
ど
の

「
立
ち
退
き
」
な
ど
住
環
境
へ
の
影
響
、「
京

都
丹
波
高
原
国
定
公
園
」
の
自
然
環
境
は
破
壊

さ
れ
な
い
の
か
）
を
提
起
し
、
計
画
そ
の
も
の

を
撤
回
す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
こ
う
し
た
大
問
題
へ

の
説
得
力
あ
る
説
明
や
反
証
は
、
府
議
会
や
地

方
議
会
の
場
で
も
い
っ
さ
い
行
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
矛
盾
の
い
っ
そ
う
の

深
ま
り
の
な
か
で
新
た
な
「
暴
論
」
が
振
り
ま

か
れ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
の
典
型
は
、
12
月
京
都
府
議
会
本
会
議
で

の
山
田
府
知
事
の
答
弁
で
あ
る
。
知
事
は
、
新

幹
線
建
設
に
と
も
な
う
地
方
負
担
（
財
政
負

担
）
に
つ
い
て
、「
ル
ー
ト
の
問
題
と
負
担
の

問
題
は
一
応
今
の
と
こ
ろ
は
切
り
離
し
て
、
そ

し
て
そ
の
上
で
京
都
府
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
点
ご
了
承
下
さ
い
」

な
ど
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
は
、
我
が
党
議
員
が

「
財
源
負
担
も
全
然
示
さ
な
い
で
新
幹
線
を
作

り
続
け
る
、
こ
ん
な
ば
か
げ
た
話
が
あ
る
か
」

と
厳
し
く
批
判
し
た
よ
う
に
、
一
体
い
く
ら
の

税
金
投
入
に
な
る
の
か
さ
え
示
さ
ず
に
、
財
政

よ
り
も
ま
ず
は
「
ル
ー
ト
と
建
設
、
先
に
あ
り

き
」
と
い
う
財
政
規
律
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た

無
責
任
な
立
場
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
府
知
事

　

同
時
に
、
急
き
ょ
浮
上
し
た
「
小
浜
～
京
都

ル
ー
ト
」
お
よ
び
検
討
中
の
「
南
回
り
ル
ー

ト
」
＝
京
田
辺
へ
の
新
駅
設
置
そ
の
も
の
の
新

た
な
矛
盾
も
看
過
で
き
な
い
。

　

す
で
に
、
奈
良
県
知
事
は
、
京
都
選
出
の
国

会
議
員
や
京
都
府
知
事
が
主
張
し
て
き
た
「
学

研
都
市
ル
ー
ト
及
び
新
駅
設
置
」
に
対
し
て
、

そ
の
場
合
の
奈
良
県
内
を
約
５
㎞
通
過
す
る
部

分
の
地
元
負
担
額
を
１
５
０
億
円
と
試
算
し
、

「
財
政
負
担
に
見
合
う
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」

「
奈
良
か
ら
北
陸
に
行
く
に
は
Ｊ
Ｒ
か
近
鉄
で

京
都
駅
を
経
由
す
る
の
が
一
般
的
。
利
便
性
か

ら
み
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り

と
反
対
し
た
。
こ
う
し
た
態
度
表
明
を
受
け

て
、
京
田
辺
・
狛
田
地
区
が
急
き
ょ
「
新
駅
」

の
対
象
に
さ
れ
る
と
い
う
、
住
民
不
在
、
自
治

体
を
ま
き
こ
ん
だ
右
往
左
往
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
看
過
で
き
な
い
新
た

な
６
つ
の
問
題
点
、
矛
盾
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。
①
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
や
片
町
線
、
湖
西
線

（
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
）
な
ど
の
並
行
在
来

線
は
ど
う
な
る
の
か
、
②
京
都
市
内
や
宇
治
市

内
な
ど
住
宅
や
寺
社
、
自
衛
隊
な
ど
が
密
集
す

る
地
域
を
ど
う
通
す
の
か
、
③
仮
に
大
深
度
地

下
を
走
ら
せ
る
と
す
る
と
花
折
断
層
や
黄
檗
断

層
に
沿
っ
て
こ
れ
を
作
る
の
か
ど
う
か
、
④
京

都
駅
周
辺
地
域
の
改
造
計
画
と
ま
ち
壊
わ
し
が

ど
う
な
る
の
か
、
⑤
京
田
辺
地
域
の
自
然
破
壊

は
ど
う
か
、
⑥
そ
し
て
京
都
駅
設
置
、
敦
賀
～

新
大
阪
間
の
約
３
割
を
し
め
、
そ
の
大
半
が
山

岳
ト
ン
ネ
ル
か
大
深
度
地
下
と
想
定
さ
れ
る
場

合
、
京
都
府
、
京
都
市
、
沿
線
各
自
治
体
の
巨

額
の
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
の
重
大

問
題
が
新
た
に
生
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
、
北
陸

新
幹
線
「
延
伸
」
計
画
そ
の
も
の
が
無
謀
と
い

う
し
か
な
い
代
物
で
あ
り
、「
財
政
負
担
に
見

合
う
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」「
北
陸
に
行
く
に
は

Ｊ
Ｒ
か
近
鉄
で
京
都
駅
を
経
由
す
る
の
が
一
般

的
。
利
便
性
か
ら
み
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
」
と
い
う
奈
良
県
知
事
の
判
断
こ
そ
、
住
民

の
立
場
に
立
っ
た
当
た
り
前
の
見
識
で
あ
る
。

　

い
ま
、「
途
方
も
な
い
莫
大
な
財
政
負
担
を

と
も
な
う
計
画
を
、
な
ぜ
強
引
に
進
め
る
の

か
」「
府
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
、
地
域
に
密
着

し
た
公
共
交
通
の
充
実
こ
そ
最
優
先
に
す
べ
き

で
な
い
か
」
―
―
。

　

無
謀
な
北
陸
新
幹
線
の
「
延
伸
」
計
画
に
対

し
、
い
ま
、
住
民
の
批
判
の
声
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

日
本
共
産
党
は
、
計
画
そ
の
も
の
の
中
止
・

撤
回
を
改
め
て
強
く
求
め
、
同
時
に
、
住
民
の

切
実
な
声
と
願
い
が
ま
っ
す
ぐ
に
生
か
さ
れ
、

暮
ら
し
と
生
活
を
応
援
す
る
政
治
の
実
現
め
ざ

し
全
力
を
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。

は
、「
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」「
必
要
な
財

源
を
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
と
切
実
な
府
民
要

求
に
対
し
冷
た
く
背
を
向
け
続
け
て
き
た
が
、

福
祉
や
暮
ら
し
の
要
求
に
対
し
て
は
「
財
政
」

論
を
た
て
に
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
大
型
公
共
事

業
だ
け
は
「
い
く
ら
か
か
っ
て
も
い
い
」
と
ば

か
り
に
ま
ず
決
定
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た

く
矛
盾
し
た
態
度
で
あ
る
。

る
」（
石
破
茂
・
山
陰
新
幹
線
実
現
を
目
指
す

自
民
議
連
会
長
）
な
ど
と
、
国
の
も
と
も
と
の

「
基
本
計
画
」
路
線
に
さ
え
な
い
「
舞
鶴
ル
ー

ト
」
と
山
陰
新
幹
線
と
の
「
共
有
区
間
」（
相

互
乗
り
入
れ
）
論
ま
で
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
山
陰
新
幹
線
と
の
「
共
有
区
間
」
論
に

対
し
て
は
、
識
者
か
ら
「
そ
も
そ
も
山
陰
新
幹

線
は
本
当
に
必
要
だ
ろ
う
か
…
日
本
海
側
の
在

来
線
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
が
て
こ
入
れ
し
な

い
限
り
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
在
来
線

の
課
題
を
置
き
去
り
に
し
て
新
幹
線
だ
け
を
通

そ
う
と
す
る
主
張
は
お
か
し
い
」（
同
志
社
大

教
授
、
11
月
30
日
「
京
都
」）、「
新
幹
線
が
運

ぶ
の
は
旅
客
だ
け
で
、
貨
物
列
車
が
走
る
の
は

在
来
線
…
新
た
な
国
土
軸
と
い
う
が
、
貨
物
輸

送
か
ら
み
れ
ば
不
安
材
料
を
作
る
こ
と
に
な

る
」（
立
命
大
教
授
、
12
月
２
日
「
京
都
」）
な

ど
の
厳
し
い
批
判
が
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
、「
利
益
誘
導
」
型
政
治
、「
我
田

引
水
」
な
ら
ぬ
「
我
田
引
鉄
」
政
治
が
、
住
民

不
在
、
推
進
派
内
で
も
足
な
み
が
そ
ろ
わ
な
い

「
ル
ー
ト
」
決
定
の
背
景
で
あ
る
。
府
民
や
自

治
体
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
自
民
・
公
明
党
、

ま
た
、
京
都
府
知
事
ら
の
責
任
は
重
大
で
あ

り
、
厳
し
く
指
弾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、�

自
民
・
公
明
、維
新
に
よ
る
税
金
バ
ラ
マ
キ
、

大
型
公
共
事
業
の
公
然
た
る
復
活

三
、�｢

５
つ
の
大
問
題｣
に
ま
と
も
に
回
答
せ
ず
、

さ
ら
な
る｢

暴
論｣

四
、�｢

小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」「
南
回
り
ル
ー
ト
」

に
よ
り
矛
盾
は
い
っ
そ
う
深
刻
に


